
　

松
野
町
は
愛
媛
県
の
西
南
部
に
位
置
し
、
面

積
98
・
45
㎢
、
人
口
３
︐９
３
４
人
（
２
０
１
９

年
11
月
30
日
現
在
）
の
小
さ
な
町
で
あ
る
。
本

町
の
西
南
部
に
は
、
標
高
１
︐
２
０
０
ｍ
級
の

鬼
ケ
城
山
系
と
北
東
部
に
は
、
戸
袛
御
前
山
系

の
支
脈
が
連
な
っ
て
い
る
。
森
林
面
積
は
、

町
の
面
積
の
84
％
（
８
︐２
３
０
ha
）
を
占
め

て
い
る
。
そ
の
う
ち
国
有
林
１
︐７
１
７
ha
、

民
有
林
６
︐５
１
３
ha
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人

工
林
が
４
︐４
０
３
ha
、
人
工
林
率
は
68
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

林
家
数
４
１
９
戸
（
２
０
１
５
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
）
で
あ
り
、
統
計
の
上
で
は
、
林
家
数

が
多
い
が
、
木
材
価
格
の
長
き
に
わ
た
る
低
迷

や
高
年
齢
化
及
び
少
子
化
に
よ
る
労
働
力
不
足

等
に
よ
り
、
間
伐
等
施
業
が
実
施
さ
れ
ず
森
林

整
備
が
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、松
野
町
で
は
、Ｊ
Ｒ

松
丸
駅
駅
舎
二
階
に
あ
る
森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉

が
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
る
施
設
の
大
規
模
改

修
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
既
存
の
灯
油
ボ

イ
ラ
ー
に
加
え
て
新
た
に
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置

し
、
併
用
利
用
す
る
と
い
う
計
画
が
持
ち
上
が

り
、
２
０
１
４
年
に
検
討
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
協
議
が
開
始
さ
れ
た
。

　

検
討
委
員
会
の
構
成
は
、
林
業
関
係
者
、
松

野
町
の
担
当
課
及
び
関
係
課
の
課
長
や
担
当
職

員
、
松
野
町
農
林
公
社
、
松
野
町
商
工
会
、
南

予
森
林
組
合
の
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す
る
者
で
構

成
さ
れ
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
南
予
地
方

局
森
林
林
業
課
も
検
討
委
員
会
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
。
私
も
林
業
関
係
者
の
一
員
と
し
て

加
わ
っ
た
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
次
の
事
を
決
定
し
た
。

一
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
機
器
、
仕
様
の
選
定

二
、
森
の
国
ま
き
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
立

　

森
の
国
ま
き
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
立

に
あ
た
り
、
設
置
目

的
と
し
て
、
ま
き
の

普
及
と
活
用
を
通
じ

て
森
林
整
備
の
促

進
、
里
山
環
境
の
保

全
、
林
家
所
得
の
向

上
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
啓
発
等
に
取

り
組
み
、
も
っ
て
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
を

発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
循
環
型
社
会
の
構
築
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
。
こ
の
目
的
に
沿
っ
て
２
０
１
５
年

か
ら
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。事
業
の
概
要
は
、図

１
の
と
お
り
。

　

事
業
運
営
と
し
て
、
木
材
（
丸
太
）
の
受
け

入
れ
は
火
曜
日
・
木
曜
日
、
受
け
入
れ
条
件
は

松
野
町
産
材
、
丸
太
の
大
き
さ
は
直
径
５
㎝
、

長
さ
は
60
㎝
刻
み
、
町
民
誰
で
も
出
荷
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
定
期
的
な
出
荷
者
は
会
員
登

録
（
会
費
１
︐０
０
０
円
）
と
し
た
。
出
荷
者

に
対
す
る
支
払
方
法
は
半
分
は
商
品
券
、
残
り

は
後
日
、口
座
振
り
込
み
と
し
た
。
買
取
価
格

は
、
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦

～
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
内
循
環
を
目
指
し
て
～

谷
　
清

森
の
国
ま
き
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

代
表 
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ま
た
、
設
立
時
と
現
在
と
の
受
入
・
出
荷
実
績

の
比
較
及
び
、
設
備
の
一
覧
は
表
2
・
3
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

森
の
国

ま
き
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
立

後
、４
年
が

経
過
し
て
、

町
民
に
知
ら

れ
、一
定
の

評
価
は
出
来

る
が
木
材
出

荷
者
が
限
ら

れ
て
お
り
、

ま
た
、農
繫

期
・
農
閑
期

の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
工
場

稼
働
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
薪
の
出
荷
先
が
森
の
国

ぽ
っ
ぽ
温
泉
が
中
心
で
あ
り
、
他

の
出
荷
先
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

令
和
元
年
９
月
に
大
型
加
工
薪

割
製
造
機
を
導
入

し
、
職
員
に
時
間
的

余
裕
が
生
じ
た
。
こ

の
時
間
を
活
用
し
て

町
有
林
や
民
有
林
の

間
伐
等
に
従
事
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
松
野
町
で

は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
設

置
に
対
し
て
薪
購
入

券
を
補
助
し
て
い
る

の
で
薪
ス
ト
ー
ブ
代

理
店
と
協
力
し
て
、
町
内
外
に
も
販
路
の
拡
大

を
模
索
す
る
。
森
の
国
ト
ー
チ
（
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
ト
ー
チ
）
を
キ
ャ
ン
プ
用
品
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
災
害
対
策
物
品
と
し
て
販
路
開
拓
す

る
。
森
林
環
境
譲
与
税
の
交
付
を
見
据
え
、
最

終
的
に
は
森
の
国
ま
き
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
民
有

林
等
の
森
林
整
備
、
担
い
手
育
成
、
森
林
資
源

の
活
用
を
担
う
林
業
事
業
体
と
し
て
確
立
す
る

こ
と
を
目
指
す
。

　

最
後
に
、
間
伐
を
進
め
、
森
の
国
ま
き
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
荷
後
、
そ
の
山
が
ど
う
変

わ
っ
た
か
を
写
真
で
紹
介
す
る
。

図 1　事業の概要

森の国ぽっぽ温泉（滑床の湯）

施行中（集材の様子（杉材））

施行後（間伐後の様子（杉材））間伐後にミツマタを定植

表 1　買取価格
樹種

水分率
広葉樹

（クヌギ・ナラ・カシ）
針葉樹・左記
以外の雑木

25%以上 8,000 円 /t 6,000 円 /t
25% 未満 9,000 円 /t 7,000 円 /t

表 2　取扱量の比較

項目 設立時
（平成27年度）

現在
（平成30年度）

受入量 265.9t 421.3t
出荷量 15.7t 302.4t

表 3　設備一覧
薪割機 ２台
トラックスケール（重量計） １台
垂直ゲート付トラック １台
薪用コンテナ 25台
端材用コンテナ 2台
薪ストーブ用コンテナ 15台
油圧ショベル、グラップル 1台
大型加工薪割製造機 1台
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